
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

和歌山工業 

 高等学校 

マンスリー・ 

 タ イ ム ズ 

＜１１ 月の行事予定＞ 

１日（金）～７日（木） 

学校開放週間 

５日（火）津波防災の日 

避難訓練 

１３日（水）生徒会役員改選 

１８日（月）２学期期末考査発表 

２５日（月）～２９日(金) 

２学期期末考査 

２９日(金)全国大会壮行会 
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＊校内体育大会   燃えよ 鍛えよ 和工生!! 
１７日（木）、初秋の涼しさが漂うグラウンドで、校内体育大会を開催しました。

１００ｍ走やリレーといった陸上競技種目から、玉入れ競争やみんなでジャンプ

といったレクリエーション種目まで精一杯の力で競い、保護者をはじめ見る者に

たくさんの感動を与えてくれました。校長先生の挨拶にもあったとおり和工 One 

Team として連帯感のある“素晴らしい体育大会”となりました。 

  

【入場行進】 

【１００ｍ走の激走】            【みんなでジャンプ】 

【特別ゲスト！ようすい子ども園の園児！生徒と一緒に玉入れ】      

【科対抗リレー：建築科甲組が２連覇】   

【正々堂々闘うことを誓った選手宣誓】 【科対抗綱引きは機械科乙組が優勝】     

【総合優勝】 機械科乙組   

   【１年生 優勝】機械科乙組 

【２年生 優勝】土木科 

【３年生 優勝】電気科甲組 

10 ＊（株）竹中工務店 建築体験フェアへの参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＊第８回わかやま高校生クイズ in English への参加 

２０日(日)、ＪＲ和歌山駅西口の「わかちか広場」で第８回わかやま高校生クイズ  

in English が開催されました。この大会は、英語についての知識や、和歌山県、日 

本、世界のことがらについて、幅広く英語で質問するクイズ大会で、県内の各高校 

から３４チーム（１０１名）が集まり、予選ラウンド、決勝ラウンドが行われました。予 

選ラウンドでは、１５問正解したチームから順番に８チームが決勝ラウンドに進出し 

ましたが、本校から参加した産業デザイン科３年生の井上さん、橋本さん、三上さん 

のチームは、惜しくも予選敗退となってしまいました。本当に僅差の勝負となりまし 

たが、他校の生徒に負けないぐらいの成績を残してくれました。 

＊花園・埼玉スタジアム・都大路・春高・ウィンターカップ 
出場を目指して壮行会 

 

４日（金）中間考査終了後、体育館においてラグビー部、サッカー部、陸上

競技部（駅伝チーム）、バレーボール部、バスケットボール部の全国大会出場

を目指し壮行会を行いました。心地よい風が吹き抜ける中、学校長と生徒会

長の激励挨拶、出場選手紹介、選手代表（ラグビー部主将の電気科３年乙組

白川蓮君）挨拶の順で執り行いました。ぜひとも全国大会への切符を獲得し

てほしいと思います。 

１５日(火)、建築科１年生８０名が竹中工務店大阪本店

で開催された建築体験フェアに参加しました。建築各業

種別ブースの見学や体験を通じて、『建築』をより身近に

感じ、興味関心を一層深めることができました。また、普

段の授業（座学）では確認しづらい部分も、実際に展示

物を見たり体験することで、より具体的な情報として理解

することができ、学びが深まりました。 

＊軽音楽部 中庭コンサートを開催 

１０日（木）、朝の肌寒さから一変、強い陽射し 

が差し込む中庭で、軽音楽部によるミニコンサー 

トが開催されました。３曲が熱唱され、心地よいリ 

ズムが身体に刻み込まれました。ほんの一時でし 

たが、午後の授業に向けて良いリフレッシュタイム 

となりました。 

左から引率の児玉先生、井上さん、

橋本さん、三上さん ＊紀北支援学校 木工班と地域連携 

２８日(月)、紀北支援学校木工班の生徒１２名と教員

５名が来校しました。建築科の実習を中心に見学を行

い、途中、ものづくりマイスターによる鉄筋作業にも飛

び入り参加し、技術習得に挑戦しました。今回の見学

を通して体験したことを、紀北支援学校での「ものづく

り」に活かしていただきたいと思います。 


